
 
 

 
 

  
 

 

 

自然環境レポーター通信 

 

 

写真のタイトル：例年のチョウやハチはどこ？ 

撮影場所：立石 名前：ゴーヤとアサガオ 写真提供：ゆきひめ 



こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

令和６年９月７日に、自然環境レポーター委嘱式及び事業説明会を開催しました。 

令和６年度の自然環境レポーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今年の夏も非常に暑い日が続いておりますね。私自身、こまめな水分補給を心掛けて

いても、頭痛など軽い熱中症の症状になることが多い夏でした。 

暑さの影響か、「例年よりセミの鳴き声が少なかったように感じた」と報告してくれ

た自然環境レポーターの方もおりました。一方で、今年の親子自然観察会（セミの羽

化）では、例年より多くの羽化個体を観察しています。この違いは、どうして生まれ

たのでしょうか。また、他にもこのような事象は発生しているのでしょうか。 

自然環境の変化は、いつも皆さまの身近に起こっています。ぜひ観察いただき、自然

環境レポーターとして「水辺のふるさとかつしか」へ投稿くださいますと幸いです。 

 

環境課自然環境係 大野  

水辺のふるさとかつしか 秋号 
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コアジサシ 

 

調査区５ 

計３４種 

調査区４ 

計１８種 

調査区３ 

計３１種 

調査区１ 

計２種 調査区２ 

計１４種 

【次ページの見方】 
① 名前（赤字は外来種） 

② 写真 

③ 発見された調査区 

（調査区ごとの色で塗り潰し） 

 

 

 

１ 

２ 

３  

在来種のコアジサシが 

調査区5で発見されたと 

分かるね！ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

コアジサシ 

 

ウグイス 

 

ギンヤンマ 

 

トノサマバッタ 

 

ツバメ 

 

コサギ 

 

アキアカネ 

 

クマゼミ 

 

オオヨシキリ 

 

カワセミ 

 

オオカマキリ 

 

アブラゼミ 

 

コガモ 

 

コゲラ 

 

エンマコオロギ 

 

ツクツクボウシ 

 

ツグミ 

 

シジュウカラ 

 

カンタン 

 

ミンミンゼミ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

ニイニイゼミ 

 

テングチョウ 

 

ナガミヒナゲシ 

 

セリ 

 

ヤマトタマムシ 

 

ツマグロヒョウモン 
 

シロツメクサ 

 

オオバコ 

 

ナガサキアゲハ 

 

アカボシゴマダラ 

 

スズメノエンドウ 

 

オオキンケイギク 

 

クロアゲハ 
 

アカメガシワ 

 

イモカタバミ 

 

カントウヨメナ 

 

ナミアゲハ 

 

スギナ 
 

アレチウリ 
 

カントウタンポポ 
 

←表 

裏→ 

←雄 

雌→ 

ツクシ 
↓ 

果実 
↓ 

反り返らない→ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

 

ツユクサ 

 

ミシシッピアカミミガメ 

 

コガネグモ 

 

ジュズダマ 

 

ニホンカナヘビ 

 

ジョロウグモ 

 

ススキ 
 

ニホンアマガエル 

 

メダカ 
 

アライグマ 
 

ニホンアカガエル 

 

ブルーギル 

 

ハクビシン 

 

ウシガエル 

 

ベンケイガニ 

 

カ
ダ
ヤ
シ
激
似
注
意 

↓
メ
ダ
カ
の
特
徴 
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今年の夏景色                  弥生さくら草 

 

 全く暑い。耐えられぬ暑さに嘆声が出てしまう。会う人ごとの挨拶は「暑いで

すね」とかわす。しかし昨年も同様に暑くて、それに耐えてきたのだから、これ

からも続くだろう･････。今夕の新聞によると実りの季節に梅が熟せず例年より

出荷量が半減していると報じていた。それに今年は米不足で台所を預かる主婦

は米を求めてスーパーを駆け巡った。これも台風や暑さの故であろう。 

 

 家の中から庭の景色を眺めるとゼラニュウムが変色している。脱色している

のだ。緑色の葉も色が薄くて見たことがないようである。暑さのせいだ。遠くか

ら見ると黄白い花が咲いたように見える。日照り故に鉢物は日に 2 度は水を撒

かなければならない。それでも足りず茄子や胡瓜はぐったりとした姿で喘いで

いる。日中の水遣りは良くないというけれど、その姿にやらずにいられない。彼

らが口を開いたら「暑い、水を・・」というだろうか？元気なのは草ばかりであ

る。 

 この夏は蝉が鳴かない。鳴き声が聴こえない。彼等も暑いのだろう。いつも盛

夏には激しく鳴く蝉の声が遠くまで届く。それらを追う子らの姿は今では全く 

ない。                       

 

令和 6 年 9 月 2 日 
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⾃然観察レポート ６⽉〜８⽉ 平和橋周辺の⿃さんたち 
高橋雅子 調査区２ 
 
 

  
平和橋のシンボルの鳩さんと、最多勢⼒のすずめさんです。（３０〜５０⽻） 
 

  
河岸はダイサギさんとアオサギさんのお休みどころです。 
 
あまりにも普通の⿃しかおりませんが、平和橋の周辺の⿃さんたちの近況はこんなもので
す。写真には撮れませんでしたが、ゴイサギさんもいるようです。 
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●毎年近所の巣に親が 
戻って来てます。 
今年はたくさんの巣に成りました。 
毎日同じ時間に親ツバメはエサを 
獲りに行っている様でした。 
昼過ぎから夕方まで子ツバメに 
飛び方を教えていました。 
日に日に子ツバメが上手に飛べる 
様に成って行く姿を見ていると、 
とてもほほえましく思いました。 

ひまわり  宝町 2 丁目  調査区 3 

 
 
 

●鳴き声 … チュリチュリ ジュリリなど 
●⼤きさ … 15〜18cm 
●食 性 … 昆虫の肉食 
●渡り⿃ … 東南アジアで冬越し 暖かい春になると日本 
 
 

 特徴 

ツバメ生態系 

●歩く事が苦手な為、 
空中でエサを獲り、 
水も飛びながら飲みます。 
平均時速 35〜50km ほどです。 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2024 年 6月～8月） 

 

6 ⽉ 22 ⽇（⼟）東⾦町 6 丁⽬ 葛⻄神社 

葛西神社の樹々からどこかで聞いた事のある鳥の囀りが聞こえてきた。「あれはもしや？」

と思い確認すると、案の定「ガビチョウ」だった（残念ながら写真は撮れず）。以前高尾山

に行った際にあちらこちらでガビチョウが囀っていたのを思い出した。これまでにも葛飾区

内で確認されたことはあったのだろうか？私自身は葛飾区内でガビチョウ確認したのは初

めてだった。ガビチョウは、中国南部から東南アジア北部にかけて広く生息しており、日本

ではペットとして輸入された個体が広く定着してしまったようだが、特定外来生物に指定さ

れていて、日本の侵略的外来種ワースト１００定種にもなっている。ガビチョウが定着する

ことによる影響としては、「ツグミやシロハラ・アカハラといった地上採食性のヒタキ科鳥

類を駆逐したり、行動範囲が樹木の下とウグイスとその近縁種と重なることから、ガビチョ

ウの増加はウグイスの減少をもたらし、結果としてカッコウ科の托卵が妨げられ、カッコウ・

ホトトギス・ジュウイチ・ツツドリの飛来の激減といった連鎖的な生態系崩壊の影響も出て

いる」（ウィキペディア）とのこと。区内の他の地域でも確認されているだろうか。 

 

 

7 ⽉ 2 ⽇（⽕）東⾦町 1 丁⽬⺠間駐輪場及び⾦町 6 丁⽬マンション 1 階  

●民間駐輪場 

５月２４日に調査した時点で

はツバメが１回目の子育てをし

ていたところを観察できたが、そ

の時のヒナ５羽は全て巣立って

いた。今回あらためて伺ったとこ

ろ、夜間駐輪場のシャッターが閉

まっても大丈夫なところに新た

な巣を作って２回目の５羽の子

育てをしているところだった。 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26、4-23 町名︓東⾦町 

２回目の子育てをしているツバメ 
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●マンション１階入口 

昨年はカラスに巣を襲われて

巣を放棄してしまい繁殖は失敗

したようだが、今年はどうにかツ

バメのヒナは巣立った様子。 

 私が様子を観察していると、マ

ンションの住人さんが声を掛け

てきてくれて、無事に巣立つの楽

しみにしてヒナの成長を見守っ

ているとのことだった。 

 

 

7 ⽉ 6 ⽇（⼟）⾃宅 

午前中、自宅の壁にアブラコウモリが一匹留まっていた。我が家で

は過去にもどこから入ってきたのか、夜に室内の照明を消した途端、

アブラコウモリが室内を円状に飛び始めて驚いたこともあった。これ

まで室内でコウモリを確認したことは 3～4 回あった。コウモリはほ

んの少しの隙間があれば家の中に入り込めることは聞いたことはあ

ったが、我が家はかなり多い方なのだろうか。自宅周辺は夏場の夜間

ともなると、多数のコウモリが乱舞している。 
アブラコウモリ 

親鳥からエサをもらうツバメのヒナ 
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セイヨウタンポポ

ツユクサ

チョウ

チョウ

チョウ

チョウ
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６/19 田植えから実り 8/23 水元 3 丁目    ６/23  ヒャクニチソウ  水元 2 丁目                             
 
 
 
 
 
 
 
 
   6/30 ⾃然環境レポーターの⾃然観察会  水元公園  オオバコ 
 
 
 
              
 
          
 
 
ハンゲショウ           オカトラノオ 
             ハス 
 
 
 
 
 

⾃然観察レポート 調査区５ R6/6〜8 ⽉ 佐々⽊定治 

日々の暮らしの中で⾃
分の心を満たしてくれる
ものを持つことは、人とし
て生きていくのに重要な
ことだと考えます。 

私は、そのことの一つ
に、暮らしの中の季節感溢
れる花と緑は欠かすこと
の出来ない情景だと考え
ます。農耕文化に支えられ
た日本の「田植え」・満面
のほほ笑みの「百日草」。
半夏生は夏至（6 ⽉ 21 日
頃）から 11 日後の 7 ⽉ 2
日昔は田植えを完了させ
なければいけない時期の
目安にしたようです。そし
てお盆の季節を彩るハス
は、圧巻の季節の伝道花で
す。 
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オニバス                         スイレン 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウチワヤンマ↑                  水生植物観察板↑ 
7/31  ツバメの子ども 水元 2 丁目↓      8/15 イチジク 水元 2 丁目↓ 
 
 
 
 
 
 

この美しき水辺と⼤地に感謝して 

 ⾃然観察をする時に、私が心がけていることは、その場の⾃然になりきってみることです。6 ⽉ 30 日のレポ
ーター研修会としての⾃然観察会は、水元公園で 55 種類の指標種を探しました。水生植物観察をしつつ心して
水生植物に溶け込む⾃分から、この⾃然にどっぷりとつかる「なりきり・なったつもり」の⾃分を探してみる
のです。季節は酷暑の中でも進んでいます。我が家の「ツバメ」も巣から出て飛び方練習を始め、いつの間に
かイチジクも甘く結実する季節になりました。そんな中で、この美しき水辺と⼤地に感謝するも、危険な暑さ
の毎日で、秋はくるのだろうかと不安まじりのレポートとなりました。 
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「トンボの遠距離恋愛で、この夏、 
暑くなった!!」 シオカラトンボの雄 
神山隆敬 8/31 水元公園 

「望遠鏡で私を観てね!」 シジュウカラ 
神山隆敬 6/24 香取神社 

オニバス 佐々⽊定治 6/30 水元公園 

「暑さに負けない!!」 シオカラトンボの雌 
神山隆敬 8/11 ⻲有 3 丁目 
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アズマヒキガエル？ Ryu  7/31 東堀切 

アブラゼミ R 8/1 お花茶屋 

アオドウガネ R 8/10 お花茶屋 

「バッタのサラダバー」 R 7/25 お花茶屋 
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アジアイトトンボ♀ 
下山田隆 8/3 水産試験場 

キマダラカメムシ幼虫・卵殻 
下山田隆 6/1 水産試験場 

クヌギシギゾウムシ 
下山田隆 7/21 水産試験場 

「カマキリ vs バッタ」 
 Ryu 8/9 お花茶屋 
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「ごちそうさま！」 ゴミグモ 
 瑛ちゃん 7/18 金町 

「にょきにょき」 キノコ 
 瑛ちゃん 6/4 金町 

「はらぺこいもむし」 セスジスズメ幼虫 
 瑛ちゃん 7/18 金町 

「例年のチョウやハチはどこ？」 
ゴーヤとアサガオ ゆきひめ 7/18 立石 
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ラミーカミキリ むしあお 
7/21 水元公園 

ニワハンミョウ むしあお 
7/21 水元公園 

ベニシジミ むしあお 
7/21 水元公園 
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

14
60ー127

2
17ー27

3
26ー33

5
47ー273

3
60ー81

2
360ー410

63 5
33ー65 41ー48

4
67ー80

11
28ー157

29
23ー79

1
53
1

138
5

79ー450
5

47ー80
8

18ー33
1
68

計 12種類81個体 1種類63体 4種類18個体

・

・

・

・

・

・

13 ボ ラ

14 マ ハ ゼ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−323
325

2024/6/22

ス ズ キ

ス ミ ウ キ ゴ リ

1

7

5

6

2

3

4

8 デ メ モ ロ コ

オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ

コ ク チ バ ス

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

ギ ン ブ ナ

備　　考

特定外来生物

特定外来生物

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】　7月21日(日) 8月17日(土) 9月1日(日)

【参加者コメント】

9 ニ ゴ イ

10 ヌ マ チ チ ブ

11 ヒ ガ イ

12 ブ ル ー ギ ル 特定外来生物

4人親子の参加があり賑やかにスタートした新八は、ちょうどよく雲がかかり風もあって調
査日和の一日でした。家族参加のお子様たちは、蟹に夢中。ワンドも周囲の草と水中の
葦？が刈られて、子どもも入りやすくて助かりました。整備に入ってくれていたSさんに
は、感謝感謝です！（KY）

抱卵した雌と婚姻色が鮮やかな雄のゴクラクハゼが採れた。昨年は小型の未成魚も複数採
れており、周辺で繁殖している可能性が大きい。
今年もワンドでギンブナとコイの20-30㎜の未成魚が採れている。河口堰の水閘門の開閉に
よって水位が高い状態から本流に水が流れ出すときにこれらの親魚が溯上して産卵に利用
していると思われる。ワンドと水路の浚渫を行なって産卵場としての機能を拡大してほし
い。（YK）

16 マ ル タ

メ ダ カ

いつも拠点にする、頭上のクルミの木は、花も実も早くて、もう房になって枝垂れてきて
いました。皆、ぶつかる。（KI）

15

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて16種類162個体の魚類が採集されました。

晴れ時々曇り、気温28.4℃、水温 本流24.3℃、新八水路22.3℃、新八ワンド27.5℃（14：
30頃測定）
「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.70m (12:00)1.69m (14:00)1.75m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

17
80−128

30
11−45

1
65

1
27

4
93−115

7
75−275

1
81

58
37−66

1
15

8
79−118

7
39−91

1
129
21

69−290
25

57−112
8

15−25
1 11
15 12−35

計 11種類100個体 3種類60体 3種類42個体

・
・

・

・

・

・

13 ボ ラ

14 マ ハ ゼ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−324

326
2024/7/21

コ ク チ バ ス

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

特定外来生物

1

7

5

6

2

3

4

備　　考

8 ス ミ ウ キ ゴ リ

オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ

ギ ン ブ ナ

コ イ

カ マ ツ カ

特定外来生物

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】　8月17日(土) 9月1日(日)

【参加者コメント】

9 タイリクバラタ ナゴ

10 ニ ゴ イ

11 ヌ マ チ チ ブ

12 ブ ル ー ギ ル 特定外来生物

水位が高く 水温も場所によって生暖かったり 冷たかったり まるで対流のない沼です せき
止められた川は（MT）

先月に続いて鮮明な横ストライプを発現するヌマチチブの未成魚が採れた。他の魚種に間違
う恐れがあるかもしれないが、胸鰭基部の緑青色に輝く模様が特徴的。ゴクラクハゼの未成
魚がヨシノボリ類に酷似しているのでやはり要注意だ。（YK）

16 メ ダ カ

マ ル タ

水温も高く、水中にいてもあまり涼しく感じませんでした。ニュースで、水中でも熱中症が
ありうると言っていて、納得。（KI）

15

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて16種類202個体の魚類が採集されました。
晴れ、気温35.2℃、水温 本流29.3℃、新八水路28.0℃、新八ワンド32.8℃（14：30頃測
定）
「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.59m (12:00)1.70m (14:00)1.77m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

21
14−123

48
12−42

1
105
5

98−115
1

510
2

102−152
6

103−160
1
59

26
42−64

1
77

5
62−137

2
114−115

3
53−63

1
118
8

110−320
10

70−117
2

17−18
1

215

計 14種類63個体 2種類31体 2種類50個体

・
・

・

・

・

18 ワ タ カ

ボ ラ

本流に入るあたりに、ドバトらしき羽が散乱していました。猛禽類のお食事跡？キジもいる
し、川近くの細長い樹林や緑地でも、生き物の生息域になるのを実感します。
クロダイ、水中で、顔から上がって来て、色で（アメナマ？）と思ったら、歯が見えて、び
びりました。淡水ばかりで採っていると、歯が見える魚ってあまりいないので、顔こわい。

15

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて18種類144個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温33.2℃、水温 本流30.0℃、新八水路28.3℃、新八ワンド32.0℃（14：00頃測
定）
「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.72m (12:00)1.76m (14:00)1.76m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

16 マ ハ ゼ

17

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】9月23日(月・祝)　10月13日(日)　11月3日(日)　12月14日(土)
　　　　2025年　1月13日(月・祝)　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

9 ス ミ ウ キ ゴ リ

10 デ メ モ ロ コ

11 ド ジ ョ ウ

12 ニ ゴ イ

特定外来生物

ヌマチチブがいつものところでタモ網で採れない。水温が高い浅瀬から深いところに避暑へ
行ったのか。（SI）

8 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ

ギ ン ブ ナ

ク ロ ダ イ

カ マ ツ カ

特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−325

327
2024/8/18

コ イ

コ ク チ バ ス 特定外来生物

1

7

5

6

2

3

4

備　　考

メ ダ カ

13 ヌ マ チ チ ブ

14 ブ ル ー ギ ル
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●

2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ● ○

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） △

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ●

59 カ ラ ド ン コ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 37 28 39 26 27 40 22 26 31 11 12 29 10 9 31 10 9 32 10 6 28 11 7 28 12 14 28 12 9 30 14 10 6 3 0 5 3 0 6 3 0 8 2 0 21 4 3 12 1 4 11 3 3 14 2 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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▼ヤゴの抜け殻を 

手に取って 

観察する様子 

▲フィールドワークにて 

講師の解説を受ける 

自然環境レポーターの皆さま 

 

★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和６年６月３０日（日）、「梅雨時の生きものを観察しよう」をテーマに、都

立水元公園グリーンプラザ周辺にて、夏の自然観察会を開催しました。 

「５５種の動植物の指標種」（Ｐ２～５参照）リストを基に生きものを探し、

講師の詳細な解説を受けて知識をアップデートするほか、発見したものを実際

に手に取って観察しあう事で、レポーター同士の交流も深めることが出来まし

た。 

研修会の後半では、聞きなし（鳥の鳴き声がある特定の言葉に聞こえること）

の紹介や、新種発見に寄与した撮影の話など、レポーターの観察意欲を高めるよ

うな講義が行われました。 

蒸し暑い梅雨時の気候の中、夏に向けて生き生きと生長する植物等を観察す

ることで、知識を深めつつレポーター同士も交流できる研修会となりました。 

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベル

アップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

  

環境課からのお知らせ 

30



 

 

 

グッドかわせみ賞は、年に７回以上レポーター 

活動に励んだ方に授与されます。 

受賞された皆さまには、委嘱式時に賞状と記念 

品をお渡しました。 

※委嘱式を欠席された方には郵送しております。 

 

 

 

 

グッドかわせみ賞は今年度も実施します。 

ぜひ皆さま活動に励み、今年度の 

グッドかわせみ賞を目指しましょう！ 

グッドかわせみ賞を受賞された皆さま（敬称略） 

Ｒ アナログバーバ 有泉桂子 

石戸雅彦 石鍋壽一 瑛ちゃん 

江戸川の小鮒 大谷悦子 神山隆敬 

Ｋ・Ｎ Ｋ・Ｔ 佐々木定治 

下山田隆 高橋雅子 田村ひろ子 

千葉美文 となりの庭 ひまわり 

広瀬温 むしあお Ｒｙｕ 

弥生さくら草 ゆきひめ 

受賞おめでとうございます！ 

環境課からのお知らせ 
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★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

 自主生物調査団が、新八水路にて魚類調査を行います。調査の結果は、「魚から

の便り」として水辺のふるさとかつしかに掲載しています。 

 

【日時】１０月１３日（日） １１月３日（日） １２月１４日（土） 

いずれも１０時～１６時ごろ 

【場所】江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

【持ち物】着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

★綾瀬川等で行う水辺環境調査を見学しませんか★ 
 

 採取した生きものを展示して、その場で調査結果の概要を説明します。 

直接会場へお越しください。※駐車場はありません。 

 

【日時】令和６年１０月４日（金）〈予備１０月１８日（金）〉 

    １５時～１５時半（調査報告） 

【場所】綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

 

【日時】令和６年１１月２１日（木）〈予備１１月２８日（木）〉 

    １１時半～１２時（調査報告） 

【場所】江戸川新八水路 

環境課からのお知らせ 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 今号にご協力いただいた皆さま（敬称略） 

 

R アナログバーバ 石戸雅彦 

瑛ちゃん 江戸川の小鮒 大谷悦子 

神山隆敬 K・N 佐々木定治  

下山田隆 高橋雅子 田村ひろ子  

T・K となりの庭 ひまわり 

広瀬温 むしあお 弥生さくら草 

ゆきひめ Ryu 

 

自主生物調査団 （編集：一澤成典） 

ありがとうございました！ 

  

「水辺のふるさとかつしか」 第３３０号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２８２号） 

令和６年９月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

代表電話 （３６９５）１１１１ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

FAX  （５６９８）１５３８ 

▲区のホームページにも 
掲載しています。 

（URL） 
https://www.city.katsushi
ka.lg.jp/kurashi/1000062/
1030304/1023084.html 


